
 

 

令和４年度おおい作業所事業計画 (案) 

はじめに 

 新型コロナウイルス等の感染予防については、個々の健康観察・手洗い･消毒・マ

スクの着用、施設内消毒等引き続き取り組みます。 

就労継続支援B型においては、「カフェにこまる」でのお弁当販売が定着してきてお

り、受注数も多くなってきています。イートイン再開に向けて、メニュー・シフトを工夫し

ながら営業します。また、数か所の下請作業を行う事で、利用者の作業が途切れる

事が無いよう計画的に作業を進めます。 

 生活介護においては、4 月より特別支援学校卒業生 1 名を受け入れます。重度の

方が多いので、個々の課題に寄り添った支援をします。 

 イベント等の販売の機会がある時には積極的に参加します。 

 

基本方針 

（１） 利用者一人ひとりの人格を尊重する事業所を目指します。 

（２） 利用者の状況に応じた生活、労働及び社会・経済活動参加を支援します。 

（３） 関係諸団体と協力して、地域福祉の一翼を担う事業所を目指します。 

（４） 職員一人ひとりが自己研鑽に励み、支援の質の向上を目指します。 

 

１ 支援の充実を図ります 

 

（１） 就労継続支援 B型事業 

ア  作業支援 

就労継続支援 B 型事業は、ベーグル製造・販売、店舗経営、資源回収、公

園清掃、下請受注、（株）富澤での施設外就労を通じて、利用者が働く中で力を

十分発揮できるように支援に努めつつ、収益及び工賃アップを目指した取り組

みをします。 

ベーグル製造販売及び店舗経営については、顧客のニーズを取り込んだメ

ニューや販売方法、障がい者が地域で働く拠点として、店舗経営の充実を図り

ます。 

また、情報収集に努め、設備投資、チラシ配布等情報発信、販売促進活動

など推進します。 

イ  生活支援 

（ア） 健康診断、精神科定期相談等の実施、新型コロナ・インフルエンザ等の

感染予防・防止対策の取り組みなど健康管理に配慮します。 

(イ)  利用者自治やニーズの実現のため自治会活動を支援します。 

(ウ)  余暇活動を通して社会性の獲得や豊かな生活作りに繋がるように支援



 

 

します。 

(エ)  就労や地域生活充実に向けてフォーマル及びインフォーマルなサービ

スの情報提供と利用の支援をします。 

ウ  就労支援 

  生産活動を通じて一般就労に必要な知識、能力が高まった利用者については、

就労意欲や態度を育てるために、ふじみ野市障害者就労支援センターや関係各

機関、家族と連携しながら職場実習や求職活動などの支援を行います。 

エ  通所支援 

就労や地域生活の充実に向けて、安心安全を重視しながら自転車や公共交 

通機関の利用など様々な通所支援を行って自力通所を奨励します。 

 

（２） 生活介護事業 

食事や排泄等の介護、日常生活上の取り組みを中心に支援し、ゆったりとした

日課で活動を楽しみます。 

ア  生産機会の提供 

生活の彩りとメリハリとして、名刺作成や和紙工芸・下請作業の生産の機会及

び公園清掃を通し社会参加の機会を提供します。 

イ  生活支援 

(ア） 健康診断、精神科定期相談等の実施、新型コロナ・インフルエンザ等の

感染予防・防止対策の取組みなど健康管理に配慮します。 

(イ)  利用者自治やニーズの実現のため自治会活動を支援します。 

(ウ)  音楽活動や外出の取り組みなどの活動を通して、社会性の獲得や豊か

な生活作りにつながるように支援します。 

(エ)  季節やニーズを反映した創作活動や余暇活動を支援します。 

ウ  通所支援 

利用者の障がい状況に応じた送迎を行います。 

 

２  円滑な運営管理と業務の推進を図ります 

（１） 利用者一人ひとりのニーズを把握し、個別支援計画の充実を図ります。 

（２） 支援の向上と統一的な支援ため、研修や方針・総括の作成を重視します。 

（３） 機関紙「もくせい」を定期発行して事業所情報等を地域に発信します。 

（４） 安全対策や危機管理について重視して取り組みます。 

（５） 虐待防止委員会を配置し、虐待防止責任者・虐待防止マネージャーを中心に、

利用者虐待の防止に努めるとともに、苦情解決体制について家族等に周知を図り、

利用者の権利擁護に努めます。 

 



 

 

３  家族及び保護者会との連携を図ります 

利用者が心身ともに豊かで主体的な生活・利用者・家族が安定した生活ができ

るよう、また、利用者の将来（親亡き後）について、情報提供や情報交換、相談等

あらゆる機会を通じて家族との相互理解を深め連携を図ります。 

 

４  地域の連携を図ります 

（１） 利用者及び施設が労働や生活を通じて、地域に必要な社会資源として「おお 

い作業所」の役割の強化に努め、関係機関・団体と連携を図ります。 

(2)  実習生やボランティアの受け入れ、個人や団体との多彩な取り組みや交流 

を通して、事業所及び障がい者への理解が深められるよう努めます。福祉系学

校からの実習生の受入れ時に、守秘義務の承諾を得た場合に利用者の個人情

報を開示します。 

(３)  利用者・家族の高齢化に伴い、利用者の対応だけでは解決しない場合が多く、

家族対応のケースが顕著になっています。親亡き後の不安や心配を軽減できる

よう、今後も関係各機関と連携し、利用者・家族が困らないよう支援します。 

 

5 日中一時支援事業を実施します 

介護者の負担軽減等に対応するため日中一時支援事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 事業実施計画 

 （令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

月 施設行事 地域行事・その他 

4  むさしの春祭り 

5 防災訓練   

6 健康診断   

7 歯科検診  

8 暑気払い  

9 日帰り旅行  

10  環境フェア 

11 精神科定期相談 
むさしの秋まつり 

みよし福祉まつり 

12 
忘年会 

年末年始休暇 
ふれあい広場 

1 初詣・新年会   

2 防災訓練  

3 年度末余暇活動  

予定については変更することがあります。 


